
 

 

 

 

 

 

 

負荷運転により、機能確認を実施する場合には、安全

確保及び損傷防止の観点から、定期点検を実施すること

を推奨します。 

1.  点検整備を長期間実施していないと、冷却水（水冷

機関の場合）及び潤滑油の劣化、発電装置内部塵埃堆

積、材質劣化等が進行しています。この状態で負荷

運転を行うと、致命的な損傷の発生が懸念される場

合が有ります。従って、負荷運転前には、周辺機器

を含め、負荷運転が可能な状態である事を確認する

ことを推奨致します。 

2.  負荷運転中の漏油、異臭、不規則音、異常な振動、

発熱等が無く運転が正常であることを確認し、健全

性を確保することを推奨致します。 

詳細に関しては下記にご相談下さい。 
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